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生体反応側よりみた成中生機物質の治長について

新しv.{\.:~~j機能71\11定 I去として糾*
の QjK:; ~こ

:uS 1;~ 干民
て

'pt:i風情
(北海道大学結段研究所化学部門)

グつ v・

水浴にて問機lこ処理， 沃度カリを加え. N/50チオ硫隈ソ
ーダにて滴定， i商定ffi'Ic c巴とする。 またこの場合尿の代
りに7Ei留水を用い同級の操作を行い，i'i'Zi定， ~街定位 d cc 
とするo (計算方法〕
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K:; ( 1時間伽肘(い)ー(b-a)}X0667X-i-×

でなければならなU、(白色の紡，¥，'.)
オ止法は 111.\"lla}!J~致として 20-100ccの組問において溢i
)rJ可能である。従って 20cc以ドの11J合{土泌i;;:;に尿:;:
稀めることにより泊Hl可能となるも， 100 cc以上のと
きは本法の溜月lはl局主f&である。

x 

疲労測定の大きな目的とするところはその生休の内外

環境に対する迎応部四の縮'J、の存ずるや否やを見出すとこ
ろにある。従ってその成労測定旅立の方向がその適応のゆ

がみ執 L代却の呉常)にあるならば， それは必ず不成功に終

るであろう。

今回は代諮問:J~測定法としての Vakat沃度殴法 (O!K，
K，IK!， O/K.)に改変改良を1J日えた一新法， O;K:;法につい
て報官したし、。

測定方法並び!こ 2，3の賓駿成績

1) V旦北，ku抗，t-O(1ゆOd測R則1芝法.…….. ….リ...木克、の2剖4宅巻主， 4号参照。
I口町Iわ) PW 

イ) !硫日討涜)ê殴設!性生 3~~ 燐タソグステ yfl疏1荒l酸柿(駿液:汁1.8 容
~f，，::三， 0矧五ρ; I木'"三命苧弐t~浪主は 1r時待問水浴『巾ドにて夕収塁， 調製すること。 ロ)
o.n~~ 沃交段カ'} ，本武'~1ミもー日己試混と同時水浴にて処理
寸ることoハ)務!涜殴(1.5容:r，]:，'?-6)o ::.) N!50チオ硫酸ソ
ーダ1)。 ホ) 5;?6 沃~カリ1)。へ) 1~6 可溶性蹴扮1) (実施
方法〕内容 100c巴の三角コルペyに上記燐}zyグステy酸

波 20.00c巴とり，尿5.00X とりよく混合時間半乃至2

時間放程後i1明IJ，潟液 10.00ccを太型硬頁試喰管1)'3X 15) 
にとり， 0.12~~ 沃度殴カリ 10.00cc加え，よくまぜ二主主水
浴1)192"--940C)にて30分丁度政化，水浴より試攻守をとり
のぞき，放J令後(一般に翌日までおき)，かたの如く1)沃度
のり液を一定宝加え， N/50チオ硫酸ソ【ダにて潟定， ご腐
うえrU:Ia ccとする。 またこの場合同太設試験管に燐タソグ
ステγ殴液2cc，沃皮捜カリ液 10.00cc， 1.5%硫波 10cc

加え向椋なi史作で液化滴定した(直を bccとする。
ー万尿2.00c♂， 0.13%沃度陵カリ 10.00c巴並ひに上

d己稀耐強 10c己をは太~J~it~~~~:\;~'ことり， よくまぜ， 同二兎

勢健'J~ なるヨ'，fl\>:は内外環境に到し，正常にかワ強聞に反
I!(~; L，f!lる)Etν、週可Lの1乱開をヰIし，いわゆる波労の状態
にある a あるいは決病状fW':にある盟主体はその泌胞の*lii
少を泌if!mのゆがみによワて代trtし， ~EにT(C面する主体
はその通憾のゆがみをもう示しれ}ない状慾にある。
:;i¥'tタング λ テン院は櫛目立その他を含まな1/-'ゑ純なもの

事. . 
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同操作を行ったときのr:尿の代りに蒸溜水を用い.
N/I0チオ硫酸ツ戸〆使用泣 (c巴)

γ: N/lOチオ硫酸ソ【ダの Titer

備考:勿論O/Kは弐式により同時に:求められる。

(f-e) X 0.8x Tノ
O/K戸 一一一一一
(d -c) x 0.0667 x T 

O/K~ 迎用例としては図 1 ， 2 の如くであるが，それら

は肺結段患者 8 名につき胸廓紫形ÞI~をほどこし，争附乏まる

4日まで・を・， テ15日の 11日間を×にてあらわし， 本

法と O!K並びに0/K2との比較の意味において，それらを

伺ーサyフ。ルについて測定し，O/K;とO;K，O/}ふと 0/K2

の組合せにおいて図示したものである。

図より了解し得るごとく

1)手前後4日までの尿において3係数…O!K，O!Ke，

O/K・~ï%値を示した。

2)これらの上昇はO/Kι3において著しし、。

詳報")は当研究所岩田が本誌に発表の予定，なお癌忠

者の 0.'K1については北海道大学第二外科稲垣今が発表す

るであろう。

同'Ir.札収療養所の御協力に深謝する。なお木研究費;つ

l 部は文部省科ヤ・研究費(昭27)によった。 ここに謝立を

表する。

;ーxTx(1時間関)
T:Nβ0 チ 4卜!日f校γ ~ !lの Titer

0/1:ふはつぎの式によって求められる。
(f-e)XO.8XT' 

OK:=一一一一一一
{(dー巴)ーfb-a)} X 0.0667 x T 

e:尿1.00c引を用い Vakat-O空〉を測定するため操作

し，滴定したN/lOチオ硫酸ソ戸ダ使用量 (cc)

.(・・・・} 手?前後4日量P
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1) [!Lj風俗: 焼。と生物以 25(1):ト3，nfj 27. 
2幻)j7阿y九川L可I風4怖骨: 掠1砂1予主と1生iド2
3劫)才坊T防z数士祭: E持可pi"裂5とf坐lド2λb勿j与!!， 抗，1限夜深3定主.
4)稲垣利治: 持品と生物祭，恥1北深完.

(受付:昭和28ir-2刀2ラ11，
本論文はl民感とよ与!凶準策27f/E第6;)}iに主主表したb
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